
【カローリング】 説明用 
１．ルール  ルールは、公式のカローリングルールを元に阿知須オ

リンピック用に変更したローカルルールにて運用してい

ます。  

２．チーム編成  ・１チーム３名で構成します｡試合前までに投げる順番を

決めておいてください。  

・３名以上の選手のいるチームの選手の交代は自由にで

きますが、試合中の交代はできません。  

３．コート  ・コートの広さは３ｍ×１３ｍとします。  

・投球ラインから９ｍの位置のラインは、ガードライン

です。  

４．審判  審判、得点（各１名）は相互審判とします。  

５．競技方法  ①予選リーグ戦、決勝トーナメント戦で行います。  

②１イニング各々１投で行い、１試合４イニングとしま

す。  

③先攻後攻はジャンケンで決め、以降は、前イニングの

勝利チームが次イニングの先攻になります。  

④オレンジ→青→緑→黄→黒→赤の順番で、相手チーム

と交互に投球します。  

⑤６つのジェットローラをすべて投球し終えた時に、ポ

イントゾーン上にあるジェットローラーのうち、最も

ポイントゾーンの中心に近い方のチームが勝ちとなり

ます。  

⑥勝ったチームは相手チームより優位のローラすべての

合計が得点となります。負けチームのジェットローラ

がポイントゾーン上に存在していても、得点はすべて

０点となります。  

⑦得点は、ポイントゾーンの中心から赤色３点、黄色２

点、青色１点とします。ジェットローラーを真上から

見て、一部でもポイントゾーンにかかっていれば、そ

の色の得点となります。  

⑧両チームのジェットローラがポイントゾーン内に存在

しない場合は、両チーム得点は０点となり、次のイニ

ングに移行します。先攻は前イニングと同じです。  

⑨ガードラインを完全に越えていない場合や、サイドラ

インに接触した場合はアウトとなり、そのジェットロ

ーラは除去されます。  

⑩床面に片膝または両膝をついた姿勢で投球してくださ

い。  

⑪立ったり走りながらの投球及び中腰姿勢の投球は、す

べてアウトとします。  

⑫足が投球ラインを越えるとアウト、オンラインはセー

フです。  

⑬投球する前に手が投球ラインを越えてもよいが、床面

に手がついた場合はアウトとします。  

⑭投球した後に手がラインを越え、床面に手がついても

セーフとします。  

⑮未投球者がポイントゾーンに近づくことはできませ

ん。  



コート図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り決め事項  

 

・予選リーグ戦での順位決定方法は、①勝敗そして、勝ち負け同数となっ

た場合は、②得失点差による。さらに得失点も同数の場合は直接対決の

結果により順位を決定する。  

 

・全種目３位決定戦は行わないものとする。  

 

・各種目競技中、疑義が生じた場合は各会場本部の競技種目責任者が決定

する。  

 

・地区在住でない者（混成チームを除く）、または二種目以上の出場とい

った不正が判明した場合は、そのチームの負けとする。  

 

・雨天中止となった種目に登録していた場合は、他の種目に出場可能です｡ 

 

・この大会は、地域の方同士の親睦を主目的としています。今回初めて出

場されたり、経験が少ない方も多くおられますので、競技の基本的なル

ールはベースとしてありますが、初心者の方に合わせた競技進行になり

ますことをご理解ください。  

 

・今回も審判は相互審判でお願いしています。前記と同様に初心者の方が

審判をされる場合がありますので、ジャッジに対して強く抗議されるこ

とのないようお願いいたします。  


